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本報告書では千葉大学大学院人文社会科学研究科後期課程研究プロジェクト「接触場面・参加者・
相互行為」（2010 年）の１年の成果をまとめました．これまで刊行されてきた「接触場面の言語管理研
究」のシリーズとしては 9 冊目にあたります． 
 プロジェクトは、人文社会科学研究科博士後期課程に所属する学生の研究を支援する目的で行
われているものです．プロジェクトの開始は 1998 年、当時、在職されていた J.V.ネウストプニー
先生のもとで発足したものですが、このプロジェクトからその後、言語管理研究会が誕生、現在
に至っています．本プロジェクトは大学内での日本語教育合同ゼミをもとにすすめられており、
同時に学外の言語管理研究会とも連携させることで、学生の研究の深化をはかっています． 
 
 本報告書には研究論文８本と研究ノート１本が掲載されています．そのうち、最初の３本は言
語管理研究会と神田外語大学異文化コミュニケーション研究所の共催で行われた講演会にお招き
した講師の方々にご執筆いただいた論文になります．講演会は、研究会の 2009 年度テーマ「当事
者の視点から考える接触場面の変容」をもとに行われました．言語管理研究会のホームページ
（http://www2.atword.jp/languagemanagement/）にはその趣旨について次のように述べられています． 
昨年度は、「接触場面の変容」というテーマを基に、出身地域や言語背景が異なる参加者の
多様な言語使用の意識と、言語管理を捉えるための有効な研究方法について、これまでの
接触場面研究の結果を踏まえながら議論を行いました．さらに、今年度は、様々な異文化
接触の経験を持つ外国人や研究者をお招きし、当事者の視点からみた接触場面の変容につ
いて考えます．また、そこから、接触場面の変容を捉えるための研究方法の可能性につい
ても、さらに議論を深めることができればと思います． 
 以上のような趣旨のもとで、河原俊昭氏（京都精華女子大学）、竹内明弘氏（国際大学）、澤恩
嬉氏（東北文教大学短期大学部）の各氏に講演に関連した内容での執筆をお願いした次第です．
澤氏は講演が個人に深くかかわる内容であったため、別の論文を用意していただきました．改め
て各氏にご執筆の御礼を申し上げたいと思います． 
 本研究科修了生の中からは菊地・坊農論文が掲載されています．遠隔通信場面の手話会話に関
する研究で、日本における（手話）会話研究の先端が示されているように思います． 
 日本の外国人居住者に関する研究としては韓国人居住者を扱った今論文と中国人居住者を扱っ
た鄒論文があります．両論文とも、解決されない言語問題、あるいはコミュニケーション・リソ
ースとしての言語問題として、外来性の管理に焦点が当てられており、今後の発展が期待される
ところです． 
 人称表現をとりあげた王論文、不一致応答をとりあげた楊論文は、それぞれ研究の最終段階に
至っていますが、言語使用と言語管理のプロセスの一端を切り出しています． 
 金論文は修士論文をもとにしたものですが、認知心理学的な枠組を果敢に適用しており、多く
の学生達が目標としている日本語教育の授業に直接にかかわるプロセス研究として興味深いもの
があります． 
 報告書の最後には 2009 年 10 月から 2010 年 12 月までの「言語管理研究会」の活動報告を載せてあり
ます． 
 本報告書をお読みいただき、御指導いただければ幸いです． 
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